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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・インフルエンザの予防接種の案内が来ています。青陽館はプログラム実施の兼ね合い以下のとおりで実施予定。

　10/31（水）→紫葉、佐々木、三國、馬場、戸賀沢

　11/6（火）→柴崎、鳥谷部、慶長
・各チームで医療福祉学会の読み上げ原稿を作成すること。
・日用品の物品管理が出来ておらず、特にトイレットペーパーの発注がギリギリか足りなくなることが続いているので、日常的に物品の管理に努めてください。
・WIZ回覧でコメントされていますが、メールを既読したあとに指摘事項を訂正せずに日数が経過する事が続いています。コメントを見た方はカンファレンス等で情報共有し、すばやく訂正できるようにして下さい。
・人事考課表を送っています。面談スケジュールを入力し、面談3日前までに考課表を小嶋までメールで送って下さい。
・年末年始に関して…デイナイトケアは1/3から、ナイトケアは1/4から開始予定としています。
・11/3（土）は写真撮影まで時間があるため、館内の清掃を行います。
＜研修案内＞
〔外部研修〕

①10/27（土）14：00～15：30こころすこやか財団　講演会

テーマ：「障害者だって年をとる」　場所：こころすこやか会館

②11/9（金）八戸地区認知症疾患セミナー
場所：パークホテル
⇒まとめて申込みするため、参加する方は今週中に小嶋まで一報ください。
②11/17（土）精神科デイケアスタッフ研修会

　場所：弘前愛成会病院　デイケアあゆみ
③11/27（火）青森県精神病院・診療所協会　第3回研修会

　「口腔ケアとオーラルフレイル予防、機能的介入技術」を学ぶ

④12/9(日)9：30～16：00　臨床精神医学研究会
　場所:コラッセふくしま　401会議室　参加費：3,500円　申込み締切：12/6（木）
〔院内・法人内・グループ内研修〕

①10/24（水）、10/31（水）17：30～18：30　場所：4階メモリアルホール
　テーマ：｢感染対策(インフルエンザ・ノロ)｣　

講師：佐藤　志穂 (感染対策管理委員会 委員長)
②10/25（木）17：15～　看護グループ内研修
　テーマ「精神科現場における暴力対応」　場所：病院2階会議室　講師：成田Ns

③11/3（土）医療福祉学会特別講演　第5回法人研修

テーマ：「富山型デイサービスについて」
＜提出期限＞

・11/5（月）昼　10月分月報
・11/8（木）10月分経過録

＜行事・祝日プログラムについて＞
・11/23（金）デイケア：周辺散策・DVD鑑賞・芋餅作りを予定。
　　　デイナイトケア：風船バレーで検討中。

・クリスマス会の企画について

　12/24（月）を予定していたが、利用者より平日に実施しないのかと意見があり、利用者様に声を掛け、参加人数が多い日時で決定していく。

・年末・年始の企画について

　クリスマス会と時期が近い為、利用者様に声を掛け意見を聞いていく。

＜青陽館での昼食費について＞

　現在、昼食費はスタッフが管理して行っている。しかし、定時までに来所しない利用者様の分をスタッフや青陽館で立て替えたりと複雑な管理となっており、処理の間違いが生じやすい状態となっている。

1 スタッフは見守りだけで、利用者様が主体となって支払いを行う（店側への支払いはスタッフ）。

2 松川順子様、曽我泰庸様はスタッフ側で昼食費を管理する。

3 松村勉様、前野義勝様、田中一様、繁名和恵様、船場幸子様、古舘ヨリ様、川口八寿子様は支払う時間が遅いことや、当日になって急に注文することがあるため、支払いを前日までにしてもらう。

等の案が挙がっている。今週いっぱいミーティングで利用者様に意見をもらい、昼食費の支払いについて決めていく。

＜利用者様情報＞
デイケア

・我満奈津紀様～8時に電話があり、「胸が苦しい感じがして。少し遅れていきます」と連絡があるが、定時には来所している。今朝から胸が締め付けられる感じが生じていたとのことだが、エチゾラムを服用した後に締め付けは軽減したとのこと。頓服薬（ソラナックス）は服用しなくても大丈夫と話している。以前も同じような症状がなかったかを確認すると、過呼吸はあったが今回のような症状は初めてと話している。ストレス等思い当たることはないかを尋ねるが、ないと答えている。

・平　京子　様～11：30頃電話があり、市役所に行って生活保護の説明を受けてきたとのこと。生活保護の需給が一旦止まるのか等の処遇は今後協議してから決まるとのこと。国民健康保険の支払いについては通知を待つように説明されたと話している。スタッフの助言を聞かずに一人で手続きを進める可能性が考えられるため、適宜何をしているのかを確認し適切に介入していく。
・大下　伸治様～昨日と同様にミーティングの時間にしかめた顔をしてテレビ前に伏している。体調については肩こりと頭痛を訴えている。痛み止めをグループホームに忘れてきたとのことで、もって来るように声をかけている。

・繁名　和恵様～今朝電話があり、風邪症状があり葛根湯を服用した後に目に副作用（疲れ）が生じたと話している。少し休んでから来所すると話し、普段より遅れて来ている。風邪症状について尋ねると、「頭がくらくら」すると話、ラジオ体操でも途中で椅子に座り休んでいることがある。昼食後に早退したいと話しているため、すぐに決めずに様子をみるように助言をしている。昼食後は静養室を利用している。

・上川原　豊様～12：30歯茎が痛いため、根城歯科を受診したいと話している。デイケア終了後に受診予約を取っている。

・佐々木理佳様～就労継続支援A型を利用したいと話しており、ハローワークに主治医意見書を持っていったところ、作成日が5月であるため古いと言われ、新しい物を提出するように言われたとのこと。次回診察時に主治医に依頼するように助言をしている。

・磯島　貴広様～朝電話があり、デイケアに遅れると話している。理由は、知人に物を返すためと話しているが、＜それはもう済んだ話ではないですか＞と確認をすると「明日で終わります」と話している。遅い時間に来所しており、物のやり取りに関してはデイケア以外の日やデイケア終了後にしてはどうかと助言をするが、「相手が工場に勤めてるので、午前中がいいんです」と話している。実際に物のやり取りをしているか不明。過去には、似たような話をしている時期に借金が発覚することもあった。担当スタッフから改めて物のやり取りやデイケア利用に関して指導をし、それでも改善がなければ、母様に情報提供していく。関係機関（主治医、訪問看護など）には情報提供済み。

・坂本　秀男様～昨日、サービス担当者会議を開催している。本人の意向は「グループホームでの生活を継続して行きたい。血圧や健康面には注意していきたい」と話している。解決すべき課題は、1.生活習慣病の予防、2.生活費に困らないようにしたい、3.グループホームの生活で困ることがあれば相談に乗って欲しいとなっており、支援目標を支援者間でも確認している。デイケアではエアロビに毎回参加し、運動は頑張っているが、半年間で体重6kg増加しているため、ダイエットも目標にあがっている。目標を意識してか、本日は空いた時間にウォーキングをしている。

・福井　彩　様～昨日ナイトケアの時間帯に電話があり、障害年金診断書で対応をたらい回しにされた件でイライラしたと話している。結果的に、八戸赤十字病院で書いてもらうことで落ち着いたとのこと。

・駒木　洋士様～昨日、訪問看護「五福」金井Nsより情報提供がある。21日から自宅に戻り生活しているとのこと。服薬の確認はデイケア利用時に確認してもらうように本人に伝えたとのこと。本日はスタッフが声をかけておらず、本人からも確認の声かけがないため、次回来所時（10/26）に服薬状況を確認していく。

デイナイトケア
・鈴木真知子様～普段から来所時は遠回りをしているが、今朝来所時に青山荘の方向に向かって歩いていくことがあり、スタッフの介入に対して「帰りたい」「一人で帰っちゃいけないの？」「姉に一人で帰ってきてっていわれた」と話している。デイナイトケアでは、マスクをして過ごしており、「鼻は出るけど大丈夫」と話している。昼食は、汁のみ摂取しており、「食べたくない」と話しており、介入に対しても食べずにいる。不調の訴えはない。夕食の摂取量や行動面についても確認していく。

・倉橋　生子様～昨日も気分の高い様子があり、青風荘でも声高な様子が見られていたとのこと。デイナイトケアでは、強い口調はなく他者とのトラブルもない。

※青風荘入居者間で風邪症状が流行しているため、感染拡大に注意していく。

ナイトケア
・若松　邦生様～下妻康貴様の態度が変わったことについてスタッフに面談で何を言ったのかという問い合わせがあり、下妻様の担当スタッフから説明を受けている。普段は家族の話を滅多にしないが、昨日は家族の話を自分からすることがあり、普段と違う様子が見受けられる。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　倉橋　生子　様）

実施日：H30年10月24日（水）13：30～13：50

担当：小嶋
検討内容　目標の再設定

	氏名
	倉橋　生子
	性別
	女
	年齢
	67
	生年月日
	昭和26年1月26日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	


	治療方針（医師の指示）
	①基本的生活習慣の習得

②運動の習慣化

③対人関係の改善

④作業能力・持続性の向上

⑤病識を身につける

	本人希望
	入院をせず、青風荘での生活を続ける。

	家族希望
	青風荘での生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　4回（最終：H29年12月27日　～　H30年3月27日　青南病院）

	通所歴
	　2回目（デイナイトケア）

· 今回：平成H30年4月2日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成
□

　　　□

　　　◎

■　

　　　■

●

　　　○　　　○

　　　　　　　

　　　□　　　○

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	

	現病歴
	S50年頃より幻聴や空笑、易興奮性、徘徊等の症状が出現したことから、S52.4.10当院初診し入院。S53.2.22退院後は青森労災病院[神経科]へ転院し、通院を継続。時折些細なことで被害的となることや、奇異行動が目立っていた。H19年10月頃より隣人に対する被害妄想・易興奮性が顕著で、迷惑行為に至ることがあった。上記症状が持続していたことから、同年11.19当院へ転院し入院。入院中、完全子宮脱・頸管ポリープが認められ、H23.10.19八戸赤十字病院[産婦人科]へ転入院し、手術施行。身体的な治療が終了し、同年10.31当院へ転入院。H25.8.16退院後はケアホーム「青風荘」へ入居し、当院への通院、精神科デイナイトケアの利用を継続している。元来の性格的傾向のためか、他者への干渉が多く、他者が距離をとることでトラブルを防いでいた。スタッフに対し話し続けることや身体の訴えが増え、都度振り返りや改善をするように指導をしても変化が殆どなく、入院による薬物調整・治療環境の調整が検討され、H29.12.27～H30.3.27まで当院での入院治療を行っている。
H30.4.2からデイナイトケアの利用を再開。青風荘への再入居、DNC再利用に伴い、両施設管理者と面談し、目標を共有し、注意事項を提示。
①
決められたルールを守りましょう。

②
他の人のことをアレコレ言うのはやめましょう。

③
小笠原キワさんには話し掛けないでください。

④
食事は3食とりましょう。

⑤
スタッフを無視するのはやめましょう。

⑥
一人のスタッフに10分以上話をするのはやめましょう。

⑦
入浴の時間（45～50分）は守りましょう。
現在までに、食事を摂らないことは殆どなく、入浴の時間も守るようになり、時には喧嘩の仲裁に入り相手をフォローする等良い方への変化も見られている。しかし、特定のスタッフ、稲垣ふき様、吉田キクエ様に対して攻撃的となること、無視の対象とすることは変わらずにあり、過剰に褒めることや干渉的となったりと気分の波が大きいことが2ヶ月程前から出現。相手が距離をとることでトラブルには至っていないが、トラブルの火種を常に抱えているような状態である。


【目標・治療計画（現在）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①入院をせず、青風荘での生活を続ける。
	①不調時に適切な対処をして、気分の波の安定に努める。


	①自身の小さな変化に気づくために、セルフモニタリングをする。


	・睨む、小言を言う、口調が荒くなった際は自分で気付くことが出来るように指摘をする。

・プログラムでストレスへの対処方法について学び、理解しているかを振り返る。

	
	②対人トラブルを起こさない。
	②スタッフから指導を受けた際は、自身の行動を振り返り、改善策を実践する。決められたルールを守る。
	・振り返りの際は多くを振り返らず、ポイントを1点のみを伝え、その1点を改善できるように目標を立てる。
・良い行動を強化するために、出来ることは評価し、言葉で伝えていく。


【検討内容】
	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①自身の小さな変化に気づくために、セルフモニタリングをする。


	指導すべき時は、都度振り返りや指摘をしている。相手や状況によって「でも」と言い訳をすることが多く、一方的な発言も目立つ。しかし、全体的に問題となるような行動は減ってきている。
青風荘で問題があった日は青陽館で気分の波があり、青陽館で問題が無い日は青風荘で問題があったりと、どちらかの施設内でストレスの発散はしていると思われる。また、青陽館内では比較的トラブルは少なく、夜間皆が寝静まったあとにスタッフと対話していることで気分の安定が図られている可能性がある。
	治療計画は継続。青風荘で静かに過ごした次の日等は青陽館で気分の波が目立つ可能性があるため、情報の共有に引き続き注意していく。

	②スタッフから指導を受けた際は、自身の行動を振り返り、改善策を実践する。決められたルールを守る。
	評価をする際にすんなり受け入れる時と「何が！」と受け入れられない日があり、本人の状態を見ながら、伝え方を工夫することが必要。陰性感情を抱かれやすい傾向があることから、今までもあまり褒められる体験はしてこなかったものと考える。指導すべき点はいくつかあるが、その時に一番気になることを1つだけ絞って伝えていくことで、指導内容を正しく理解できる可能性がある。
	治療計画は継続。気になることは1つだけを伝えるようにする。また、出来ていることや頑張っていることは続けることが出来るように、評価をしていく。


